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第 3 章では、直線分子として CO の配向制御の最適化を行った。その結果、配向制御には主に初期状




1.5 倍に高められることを示した。さらに、THz パルスを任意の CEP に設定できるようなモデル化を施
し、それに対するレーザーパルスの最適化を行った。その結果、モデル化 THz パルス単独の場合に比べ
て、最適化レーザーパルスと組み合わせると CEP によらず高い配向度合いが得られた。 













光した 2 つの直線偏光パルスによって、最適パルスによる達成度合いの 85%程度まで 3 次元整列度合い
を高められるという知見が得られた。 































いう興味深い知見を得ている。第５章は非対称コマである SO 2 分子の３次元整列制御を議論して
いる。偏光条件も含めた最適制御シミュレーションとしては初めての例である。直線偏光パルス
の組が最適であり，互いに直交する強度比約１：３の２つの直線偏光パルスによりよく近似でき
ることを明らかにした。これは今後の実験の指針になり得る有用な知見である。第６章では，整
列制御された分子に対し異なる方向から X 線パルスを照射し，実時間で立体的な構造情報が得ら
れることをシミュレーションから明らかにした。今後，化学反応のイメージングに向けた展開が
期待できる。 
 
 分子回転波束に対するレーザーパルスを用いた系統的な最適制御シミュレーションは，手法も
含め本研究オリジナルの視点であり高く評価できる。更に，分子整列制御の有力な応用例として，
時間分解 X 線回折による分子ダイナミクス観測まで議論を展開している。以上の研究内容は，提
出者が自立して研究活動するのに必要な能力を有していることを示すものである。したがって，
吉田将隆提出の博士論文は，博士（理学）の学位論文として合格と認める。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
